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 【研究目的】 
 IgG4関連疾患は血清 IgG4の上昇、病変部組織への IgG4陽性形質細胞浸潤と線維化を
特徴とする全身性疾患である。高齢者に多く発症することから加齢がリスクファクターに
なると考えられているが IgG4 関連疾患の病因と免疫の加齢性変化との関係は不明であ








清中 IgG濃度を測定した。また、Tfr細胞関連遺伝子の発現を qRT-PCR で測定した。 
 
【研究成績及び考察】 
 血液、組織検体ともに IgG4 関連疾患患者で健常者と比較して Tfr 細胞の割合が増加し
ていた。特に血液中の IL-10産生 Tfr 細胞の割合は IgG4関連疾患患者において同年代の
健常者より増加していた。また、IgG4 関連疾患患者における血液中の Tfr 細胞の割合は
IgG4、IgG4/IgG、罹患臓器数といった臨床的パラメータと正の相関を認めた。健常者で





IL-10 産生 Tfr 細胞の増加に示されるような生理的な加齢性変化から逸脱した免疫系の
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IL-10+ T follicular regulatory cells are associated with the pathogenesis of  
IgG4-related disease 
（IL-10産生濾胞制御性 T細胞は IgG4関連疾患の病態形成に関与する） 
結果の要旨 
本研究では CD4陽性 T細胞サブセットの 1つである濾胞制御性 T（Tfr）細胞に着目し、
Tfr細胞の加齢に伴う機能的変化や IgG4関連疾患（IgG4-RD）の病態形成における役割に
ついて検討を行った。Tfr 細胞は IgG4-RD 患者で増加しており、その割合は IgG4、
IgG4/IgG、罹患臓器数といった臨床的パラメータと相関関係を認めた。また、IgG4-RD患
者では Tfr細胞や活性化 Tfh細胞が増加し、同年代の健常者より血液中の IL-10 陽性 Tfr 
細胞数が増加していた。これらの結果から Tfr細胞は IgG4-RDの病態形成に関与している
可能性が考えられ、IL-10陽性 Tfr細胞の増加に示されるような生理的な加齢性変化から逸
脱した免疫系の異常が IgG4-RD の病態の背景に存在しており、Tfr 細胞の加齢性変化を制
御することは、IgG4-RDの新規治療法のみならず、ワクチン抗体価をより効率的に上昇さ
せるための薬剤の開発に繋がる可能性がある。                                                            
以上より博士の学位授与に値すると審査委員全員に認められた。 
 
 
 
 
